
 

 

 

 

 

今年度子どもたちに伸ばして欲しいこと 
 ゴールデンウィークも終わり、子どもたちは新学年での学習活動に落ち着いて取り組んでいま

す。１ヶ月あまり、子どもたちの日々の様子を見ながら、今年度、子どもた

ちに特に伸ばしてほしいこととして次の３点を考えております。 

まず１点目は、家庭学習の定着です。南小では、毎日の家庭学習の目安と

して、低学年は２０分、中学年は４０分、高学年は６０分以上を目標に学習

をすることになっています。家庭学習への取組では、まだ入学間もない１年

生は十分にできなくても当然だと思います。また、その他の学年においては

家庭学習の定着において個人差があるのではないかと思います。宿題の他に

どのような自主学習をするのかを自分で決め、取り組めると良いと思いま

す。あわせて、読書も家庭学習の一つとして進めたいものです。最初は自分

の興味のある本で良いので、毎日読書をする時間を家庭で作っていければと思います。 

２点目は規則正しい生活を送ることが出来るようになって欲しいと思います。ここでいう規則正し

い生活とは、早寝早起きや朝食をしっかりとるといった内容になります。まず、子どもたちの成長に

とって良質の睡眠をとることがとても大切で、その理由は夜の睡眠によって、骨や筋肉を育て発育を

促す成長ホルモンが分泌されるからです。この成長ホルモンをしっかり分泌するためには、深夜０時

頃にぐっすり眠っていることが必要で、遅くとも夜９時半頃までには眠りに

つくことが望ましいとされています。このことから早寝は、子どもたちの望

ましい発育に不可欠なものと言えます。次に早起きが何故、大切かという

と、人間には２５時間サイクルの生体時計が備わっていて、私たちの脳は、

朝の日の光をキャッチすることで、この生体時計を地球時間（1日２４時

間）にリセットします。このように考えると、昔から「早起きは三文の徳」

ということわざがありますが、これは科学的にも根拠のあることのように思

います。そして朝食をしっかりとる意味は、朝食によって、眠っている間に

低く保たれている体温を上げ、血糖を上昇させ、日中の活動と脳へのエネルギーを供給することにあ

ります。このように早寝、早起きと朝食をしっかりとることは、子どもたちが健やかに成長したり、

エネルギッシュに活動したりする上でとても重要なことです。 

３点目は、進んであいさつすることです。先行きが不透明なこれからの時代においても、人は人と

のかかわりの中で間違いなく生きていきます。あいさつを漢字では挨

拶と書きますが、「挨」には心を開くという意味があり、「拶」には相

手に迫るという意味があります。つまり、挨拶は「心を開いて相手に

近づくこと」という意味になります。このことから人間同士のコミュ

ニケーションの基本があいさつと言われるのだと思います。 

今年度、子どもたちに伸ばして欲しいこととして、家庭学習、読

書、規則正しい生活、あいさつを取り上げました。大切なのはこれら

のことを自分から進んで行うことと、きちんと習慣として定着するこ

とです。より良い習慣が定着するように、学校と家庭で共通理解をし

ながら進めていければと思います。 
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二者面談お世話になりました 
６日（金）から１２日（木）にかけて行いました二者面談で

は、大変お世話になりました。コロナ禍で従来の家庭訪問が実施

できないということで、保護者の皆さんと担任との二者面談を昨

年度より実施しています。学校に入学したり、新学年になったり

して、ほぼ１ヶ月過ぎたところでの面談は、お子さんの学校生活

や家庭での様子などを担任と保護者で共有するよい機会になった

ことと思います。 

二者面談で話せなかったことや、新たに担任に伝えたい事があ

りましたら、どのようなことでも結構ですので、遠慮せずに担任

にお話しください。よろしくお願いします。 

 

今年度 1回目の体育集会 
１３日（金）の朝行事の時間に、今年度１回目の体育集会

がありました。まず、校庭に朝礼の時の隊形で最初から間隔

を開けて整列しました。そのあと、整列をするときや話を聞

くときに必要な集団行動を一つ一つ確認しました。学校の中

では、この体育集会のように集団でまとまって行動すること

が多いため、集団行動の行い方を学ぶ必要があります。今日

は集団行動の中でも「気を付けと休めの姿勢」、「方向転換（回

れ右）」、「縦隊の整とん（前へならえ、なおれ）」等を全体で

確認しました。 

 

今年度の水泳指導について 

新型コロナウィルス感染症の予防のため、ここ２年間は学校で水泳の学習を実施しませんでした。

新型コロナウィルス感染症は未だに完全には終息してはおりませんが、今年は、感染対策をしっかり

行うことで水泳の学習を実施します。現在の予定では、６月１３日にプール開きをし、７月１５日

（金）まで水泳の学習を行う予定です。 

なお、水泳の学習を実施するにあたり、気温、水温ともに問題がなくても、新型コロナウィルスの

感染状況によっては、予定通りに水泳の学習ができないこともありますのでご承知おきください。こ

のようなことから、水泳の学習を以前のような回数で行うことは難しいことが十分に予想されます。

そこで、水泳の学習のために新しい水着を用意する場合は、紺色

のスクール水着を購入していただきますが、今年度は家にある水

着を水泳の学習に使用してもよいことにします。その場合は、従

来のスクール水着と同様に指定されたところに名札をつけてくだ

さい。帽子につきましては、学年ごとに決められた色の帽子を使

用してください。また、水泳の学習を十分な回数、実施する事が

難しいことが予想されますので、水泳については体育の評価に入

れないようにしますので、ご承知おきください。 

 

 

 

 


